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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン13受容体複合体のサブユニットであるIL13RA1と密接に関連しています。このタンパク質はIL13に高い親和性で結合しますが、細胞質ドメインを欠いており、シグナル伝達因子としては機能しないようです。IL13の内在化に関与することが報告されています。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：ボックス1モチーフは、JAKとの相互作用および／または活性化に必要です。,ドメイン：WSXWSモチーフは、適切なタンパク質フォールディング、ひいては効率的な細胞内輸送および細胞表面受容体への結合に必要と考えられます。,機能：モノマーとしてインターロイキン13（IL13）に高い親和性で結合しますが、IL4には結合しません。,類似性：I型サイトカイン受容体ファミリーに属します。タイプ5サブファミリー。,類似性：フィブロネクチンIII型ドメインを1つ含みます。,
	研究分野
	ジャク_STAT;
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	IL-13Rα2ポリクローナル抗体を用いたHepG2（UV）L929細胞のウェスタンブロット解析。抗体は1:500に希釈し、二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	IL-13Rα2ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたHEPG2-UV細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1：20000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト肺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

